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スローガン
「本気で勝ちにいく連合
チーム。本大会出場を目
指す！」
3校合わせて16人、集まって練習する時間も限
られるが、そういった中でも大会出場を思い出
作りで終わらせる気はない。「本気で勝ちにいく。
仲良しというよりは本当に厳しく声をかけあって
いこうと。目標は本大会出場」と河井監督。

今夏は３年ぶりに単独チーム
摩東部の文京都市、国立市に校舎を構
える商業高校。約630人の全校生徒の

うち約8割を女子生徒が占め、2013年に完成
した華やかな色彩の新校舎で、学びの時間を
過ごしている。部活動も盛んで、女子サッカー、
女子バレー部は強豪として知られる。男子生徒
が各学年50人ほどしかおらず、1年生の担任と
ともに男子野球部を指導する熊坂学監督は
「男子部員が集まるかは運次第」と苦笑いを浮
かべる。
　この五商野球部にも、輝かしい時代があっ
た。夏の東京大会が東西に別れる前の1959
年、この年から3年連続で8強入りを果たすと、
1962年にはベスト4に進出した。だが、その後
は部員が思うように集まらず、30年以上も廃
部状態の時期が続いた。それでも10年ほど前
から次第に息を吹き返し始め、部員が集まれば
単独チーム、十分に人数が揃わなくても他校
との混合チームを結成して大会に臨んでいる。
　今夏は3年ぶりに単独チームとして西東京
大会出場を果たし、“五商復活”にOBたちも沸
いた。初戦の相手は、2014年の甲子園出場
校・日大鶴ヶ丘。強豪相手に0－23の大敗を喫
したが、助っ人も含めた10人の野球部員は、試
合が成立するまで堂 と々したプレーでグラウン
ドに立ち続けた。
　抽選会でくじを引いた杉江健汰主将（1年）
は、「相手が強豪校の上、テスト期間とも被って

しまった。最初はクジ運の悪さを恨んだけど、
なかなかできる相手ではない。ボロ負けしたが
いい経験になった」と前向きに今夏の戦いを
振り返った。マウンドの上で懸命に腕を振り続
けた笹本武投手（1年）は、「攻撃の時間が短
く、守備の時間が長い。休める時間が少なくヘ
ロヘロだった」と苦笑い。それでも、「大敗直後
に『このままじゃダメだ』という気持ちになっ
た。そこから意識を変えて、真剣に練習に取り
組むようになった」と心境の変化を明かした。

部員５人プラス助っ人２人
　現在の正式部員は5名で、取材当日は2名の
助っ人が練習に参加していた。他部からの協
力者だが、中学時代に野球経験のある2人は
なかなかの腕前だ。また、女子生徒が多いこと
もあり、後藤万貴さん（1年）、水野和恵さん（1
年）、設楽有香さん（1年）と、3人のマネー
ジャーも他校に比べて非常に大きな役割を
担っている。中学時代は女子バレー部に所属
し、マネージャー的な役割もこなしていたとい
う後藤さんは「部員が少なく、正直、描いていた
マネージャー像とは違った。それでも今は、支
えたいという気持ちがある。まずはもっと声を
出してほしい」と笑顔でバックアップを誓って
いる。
　基礎から始めなければならないチームだが、
「来年の春には新しい部員も入ってくる。『五商
復活』の第一歩を、この2、3年で踏み出せれ
ば」とは熊坂監督。杉江主将も「キャプテンとし

て、まずはチームの基礎を固めたい。できる限
り試合経験を積んで、引退するまでに1度は勝
ちたい」と力強く宣言する。彼らが描く未来は、
明るく、希望に満ちている。

かつて東京の強豪として名を馳せた五商。部員減少で一時期は廃部状態が続いたが、10年ほど前
から再び部員が集まり始めている。少人数ながらも野球に打ち込むチームを取材した（取材・上村祐作）

五商「公式戦１勝」

1977年11月1日生まれ。狛江高－明治大。狛江高時代は控え投手。教職
では1年生の担任を務め、野球部の監督としては1年目。少ない部員を
フォローすべく、打撃ピッチャーを務めるなど生徒とともに汗を流す。

　「部員たちにはなるべく試合経験を積ませてあ
げたい。他校部員との連合チームという手段もあ
るが、そうなると控えに回る選手が出てくる。支援
してくれるOBの方々に感謝しながら、選手たちの
成長を監督として支えたい」

熊坂学監督
支援してくれるOBに
感謝のプレーを

多

再び動き出した野球部の歴史　目指すは公式戦1勝！

■創立：1941年
■甲子園歴なし
学校は1941年に設立。商業高校らしく現場実習教育に力を
入れており、資格取得にも積極的だ。女子生徒が多いため、
女子サッカーや女子バレー、硬式テニス部などは強豪校とし
て知られる。
住所：東京都国立市中3-4

第五商業高校

武蔵・大泉・大島海洋国際

「本気で勝ちにいく連合チーム」
3チーム計16人のチャレンジ　ポジション争いが選手を強くする

公式戦1勝！
　　まずは公式戦勝利が選手、監督の
共通目標。その中で日大鶴ヶ丘戦に先
発した笹本投手は、「試合で三振を取
る！」という具体的な目標を掲げた。
「あの試合は相手の応援にも圧倒さ
れ、頭が真っ白になった。アウトを取る
のも精一杯で、四死球は覚えていない
くらい出した」。苦い経験を糧に、まず
はストレートを磨く。

連合チームとして再スタート
年生8人、2年生2人、1年生5人の、合
わせて15人で挑んだ今年の夏大会。

初戦となった2回戦で9-7と羽村に競り勝っ
たものの、続く3回戦・多摩大聖ヶ丘に0-1で
敗れ、武蔵の夏は終わった。
　「人数が少なくベンチも埋まらない状況の
中、2回戦で2倍くらい部員がいる高校に勝
てたことは自信になった。それだけに0-1で
負けた3回戦が本当に悔しくて……。あの試
合は練習でやっていたカバーリングが一つ抜
けてしまって、それが決勝点につながってし
まった。一つのプレーの重要性を強く考えさ
せられた」（武蔵・河井知也監督）
　3年生が引退し、残った部員は７人。夏大
会後、時を置かずして大泉・齋藤恭兵監督か
ら電話を受けた。内容は武蔵、大泉、大島海
洋国際による合同チームの誘い。もともと合
同練習や練習試合をする間柄だったことも
あって、話はすぐに決まり3校連合チームと
して新たなスタートを切ることとなった。
　3校合わせて選手は16人。監督にとっても
選手にとっても、連合チームの経験は初めて。
集まれる時間も限られるが、そんな中でも「い
ろいろと声を掛け合いながら、最後は一つの
チームになれたら」と河井監督は言う。

本気で勝ちにいく連合チーム
　今回の連合チームを通じて、河井監督が
期待していることが二つある。一つは様々な
野球観を持った選手、指導者と練習を共に
することで「野球に対する視野を広げてほし
い」ということ。そしてもう一つが「選手たち
の競い合いの心」だ。
　「このチームの選手は普段、ポジション争
いをした経験がない。当たり前のことだが、
相手校は熾烈なスタメン争いを勝ち上がっ
てきた選手が試合に出てくる。だからこそ今
回はそういった部分で刺激を起こしたいと
思っている」と河井監督。
　その想いはスローガンである『本気で勝ち
にいく連合チーム』にも込められている。本
気で勝ちにいくために、常に練習から本気で
挑み、時には厳しい言葉も掛け合いながら、
競争意識を持ってプレーする。そしてその経
験は選手が各々の高校に戻った後も、貴重
な財産となるはずだ。
　各学校の選手たちは時間を惜しむように
合同練習に励んでいる。思い出作りではな
く、本気で勝ちにいく連合チーム。この経験
は、夏へとつながっていく。

武蔵・大泉・大島海洋国際の都立３チームがこの秋から連合チームを結成した。『本気で
勝ちにいく連合チーム』としてスタートを切った新チームを取材した。（取材・石黒登）

中央大杉並－中央大　神代高で４年間監督を務めたあと、2013年春
に都立武蔵に異動し、2013年秋に監督就任。今年で４年目。

　「人数が少ない中、本当に一生懸命やっている
子供たちなので、なんとか勝たせてやりたいとい
う気持ちがある。でもそれと同時に今回がゴール
じゃない。来年の夏は多分、それぞれの高校で甲
子園を目指すことになると思う。その時のために
技術や精神面、練習メニューなどを吸収して、こ
の合同チームでの経験を活かして次につなげて
いく。自分の高校でさらに上を目指していくため
の第一歩にしてほしい」

都立武蔵・河井知也監督
この経験を夏に
につなげてほしい
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今夏大会後に結成された連合チーム。3校合わ
せた人数は16人。秋大会予選のほか、春大会予
選もこのチームで挑む可能性が高い。新入生が
加わる夏は、単独チームでの出場を目指す。

武蔵・大泉・大島海洋国際 
連合チーム
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